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【自院データ分析の実際】

平成２５年６月１５日（土）
青森セミナー
岩手医科大学附属病院 医務課
産業医科大学 訪問研究員
栗山真也、齋藤匡俊、古内高志

岩手医科大学附属病院の概要
○ 所在 岩手県盛岡市内丸１９番１号
○ 標榜科数 ４７科
○ 病床数 １,１６６床

（医科：１，０１９床、歯科：３２床、循環器医療センター：１１５床）

○患者数 外来 ２，１０７人
入院 ９１１人

（平成２４年度１日平均患者）

○病床利用率 ７９．０％
※平成３０年度内に矢巾地区へ附属病院移転を計画しております

●アジェンダ●

１、岩手二次医療圏の患者推計調査について

２、厚生労働省公開データを用いた疾患別分析について

３、ＥＦファイルを用いたクリニカルパス
現状分析について

４、院内データとのリンクについて

５、まとめ

１、岩手二次医療圏の患者推計調査について

◆ロジック
１）人口総数の推移（年齢別）

・ＤＰＣ研究班データ、国勢調査、国立社会保障人口問題研究所『日本の
市区町村別将来推計人口』（平成２０年１２月推計）、平成２３年（２０１１年）
患者調査の概況データを用いて、岩手の年齢別の人口推移について作成

２）入院及び外来患者の疾患別動向

・医療圏別人口コホート分析を実施し、１９９０年～２０３０年までの実数及
び推計値を算出
参考ＵＲＬ
http://www.ipss.go.jp/pp‐shicyoson/j/shicyoson08/5‐sai/shosai.html
http://www.e‐stat.go.jp/SG1/estat/eStatTopPortal.do
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１）人口総数の推移（年齢別） ◆盛岡地区（1990年－2000年）

1990年（実数） 2000年（実数）

2010年（実数） 2020年（推測値）

◆盛岡地区（2010年－2020年）

2030年（推測値）

◆盛岡地区（2030年）
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1990年（実数） 2000年（実数）

◆矢巾地区（1990年－2000年）

2010年（実数） 2020年（推測値）

◆矢巾地区（2010年－2020年）

2030年（推測値）

◆矢巾地区（2030年）

【岩手県 医療圏分析】

１、盛岡（０３０１）
２、岩手中部（０３０２）
３、胆江（０３０３）
４、両磐（０３０４）
５、気仙（０３０５）
６、釜石（０３０６）
７、宮古（０３０７）
８、久慈（０３０８）
９、二戸（０３０９）

２）入院及び外来患者の疾患別動向

※繰り返しになりますが、、、
平成３０年度に矢巾地区へ附属病院移転を計画しております。
現在、病院は盛岡医療圏にありますが、移転後も同一です。

岩手県庁ＨＰより抜粋
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【１、岩手・盛岡医療圏（０３０１）】

１９９０年（実数）

２０００年 （実数）

２０１０年 （実数）

２０２０年（推計値）

２０３０年（推計値）

＜年代別の人口推移＞
(人)

(年)

【２、岩手・岩手中部（０３０２）】

２０２０年（推計値）

２０３０年（推計値）

＜年代別の人口推移＞
(人)

(年)

１９９０年（実数）

２０００年 （実数）

２０１０年 （実数）

【３、岩手・胆江（０３０３）】

２０２０年（推計値）

２０３０年（推計値）

＜年代別の人口推移＞
(人)

(年)

１９９０年（実数）

２０００年 （実数）

２０１０年 （実数）

【４、岩手・両磐（０３０４）】

２０２０年（推計値）

２０３０年（推計値）

＜年代別の人口推移＞
(人)

(年)

１９９０年（実数）

２０００年 （実数）

２０１０年 （実数）
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【５、岩手・気仙（０３０５）】

２０２０年（推計値）

２０３０年（推計値）

＜年代別の人口推移＞
(人)

(年)

１９９０年（実数）

２０００年 （実数）

２０１０年 （実数）

【６、岩手・釜石（０３０６）】

２０２０年（推計値）

２０３０年（推計値）

＜年代別の人口推移＞
(人)

(年)

１９９０年（実数）

２０００年 （実数）

２０１０年 （実数）

【７、岩手・宮古（０３０７）】

２０２０年（推計値）

２０３０年（推計値）

＜年代別の人口推移＞
(人)

(年)

１９９０年（実数）

２０００年 （実数）

２０１０年 （実数）

【８、岩手・久慈（０３０８）】

２０２０年（推計値）

２０３０年（推計値）

＜年代別の人口推移＞
(人)

(年)

１９９０年（実数）

２０００年 （実数）

２０１０年 （実数）
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【９、岩手・二戸（０３０９）】

２０２０年（推計値）

２０３０年（推計値）

＜年代別の人口推移＞
(人)

(年)

１９９０年（実数）

２０００年 （実数）

２０１０年 （実数）

＜傾向＞

・岩手の全医療圏で、２０３０年に、２０００年と比較し、約１割～２割の人口が
減少することが読み取れる。高齢者の割合が高くなっていることから、医療圏
の見直し、診療機能の住み分け（リハビリ・小児医療の精緻化）、医療の在り
方等について、検討していく必要がある

・人口推移を見ると釜石及び二戸医療圏が減少傾向になってことが読み取れ
る

・患者推計を見ると、全医療圏で、肺炎の入院患者が増加傾向となっている

・岩手の医療圏毎の人口は「１９９０年‐２０００年」と「２０００年‐２０１０年」の差
を比較すると、他医療圏等に一度は流出するが、流入する傾向が見られる

※震災の影響、社会情勢等を考慮していく必要性がある
（受診患者健康保険種別件数分析一覧参照）

２、厚生労働省公開データを用いた
疾患別分析について

◆ロジック

１）厚生労働省のホームページ ⇒ 「中央社会保険医療協議会診療報酬調
査専門組織（ＤＰＣ評価分科会）」のページに掲載しているデータをダウンロー
ド

２）比較対象の病院名を抽出 ⇒ 年度比較する際に、集計期間が平成２１年
度（平成２１年７月～１２月）、平成２２年度（平成２２年７月～平成２３年３月）、平成２３年
度（平成２３年４月～平成２４年３月）と異なる期間で集計となっているから、平均値
を算出
３）エクセルを用いて一覧表及びグラフを作成

※ビジネスインテリジェンスツールのＱＶ（クリックビュー）等を用いて可視化も
可能

■疾患別月平均入院患者数一覧
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■疾患別月平均入院患者数 積み上げグラフ

３、ＥＦファイルを用いたクリニカルパス
現状分析について

◆ロジック
１）平成２２年７月～平成２３年３月の期間で
①帝王切開術（母児同室用）
②帝王切開術（母児分離用）
のクリニカルパスを使用した患者のデータを抽出し、拡張ＥＦファイルを作成の上、
ミドルグループ視点に立ち、帝王切開術日を起点とした分析を実施
（院内パス使用率が高いパス）

２）患者の一連の診療内容を考慮できるよう、外来・入院ＥＦファイルを使用し、診療のプロ
セスについて分析。また、稼働額、年齢別、妊娠週数、特徴的な診療内容等の可視化を実
施

■帝王切開術（母児同室用）の患者用パス（入院診療計画書）

※帝王切開術を行う症例は８割～９割でパスを適用
（合併症を併発している場合等は使用していない）

帝王切開術（母児同室用）

■帝王切開術（母児分離用）の患者用パス（入院診療計画書）
帝王切開術（母児分離用）
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４、院内データとのリンクについて

◆ロジック例
１）中央手術室稼働状況分析

・各診療科から申し込みのあったオーダ情報をＣＳＶファイルにし、ＱＶを使用
し、科別に「手術申込時間枠」と実際に行われた「麻酔開始時間－麻酔終了
時間」を計算し、標準偏差を算出

２）小児患者（１５歳未満）の入院割合分析

・小児科病棟以外の他病棟で、小児患者（１５歳未満）が入院している割合分
析を実施。病院移転に伴い、小児科病棟の在り方を検討し、地域の中核病院
とし、医療の質向上、診療稼働額の増収に繋がるかどうかのシミュレーション

５、まとめ

○様々な院内外のデータを用いることで、分析テーマの無限の可能性が
広がる

○問題となる点をあらかじめ見つけ出し（見極め）、分析を進めていくこと
で、本来の見えていなかったさらなる箇所を抽出することが可能

○院内へのデータ分析結果フィードバック方法の確立の難しさあり、早急
な分析環境の整備（組織体制整備の必要性）（人材育成）

○分からないことがあればお互いの知恵を寄せ合い、分析できるための
FACE TO FACEの繋がりを確立の必要性

○原価計算の必要性（病院経営として永遠の課題）

ご清聴ありがとうございました


